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新型インフルエンザ予防のために
■お問い合わせ
健康増進課健康管理係
（ 0739 4901）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

市民活動、ボランティア活動等での
安全対策について

■お問い合わせ
自治振興課市民活動係
（ 0739 9911）

　
動
物
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
、
人
の
体
内
で
増
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
変
化
し
、
人
か
ら
人
へ
と
容
易
に

感
染
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
て
起
こ
る
疾
患
を

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
言
い
ま
す
。

■
日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
る
こ
と

外
出
後
は
、
手
洗
い
、
う
が
い
を

行
う
。

不
要
不
急
の
繁
華
街
へ
の
外
出
や
流

行
地
域
へ
の
旅
行
を
控
え
る
。
や
む
な

く
外
出
す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
人
ご
み
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

十
分
な
休
養
や
睡
眠
を
と
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養
摂
取
を
心

掛
け
る
。

■
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
　

　
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
の
あ
る
方

は
、
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
し
て
マ
ス

ク
を
着
け
ま
し
ょ
う
。
せ
き
や
く
し
ゃ
み

ひ
ま
つ

の
飛
沫
が
飛
び
散
る
の
を
防
ぎ
、
ほ
か
の

方
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
」

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認

さ
れ
る
と
保
健
所
に
「
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー｣

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
発
熱
・
せ

き
・
全
身
痛
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症

状
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
「
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
」
（

０
７
３
９

７
９
３
３
）

に
連
絡
し
、
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
連
絡
せ
ず
医

療
機
関
で
受
診
す
る
と
、
待
合
室
等
で
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
ほ
か
の
方
に
感
染

さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
お
知
ら
せ
は
平
成
二
十
一
年
五

月
十
五
日
現
在
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
状
況
の
変
化
に
よ
り
変
更
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
や
県
か
ら

の
新
し
い
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.pref.wakayama. lg.jp/

）

◇
田
辺
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.city.tanabe.lg.jp/

）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

注
意
す
る
こ
と

市政功労者・善行者表彰式典
■お問い合わせ
秘書課秘書係（ 0739 9910）

　
五
月
十
五
日

、
田
辺
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
市

政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
典
」

を
行
い
ま
し
た
。
真
砂
市
長
か

ら
、
市
政
功
労
者
表
彰
と
し
て
市

政
の
各
分
野
に
お
い
て
功
績
が
顕

著
な
方
々
に
表
彰
状
を
、
ま
た
、

善
行
者
表
彰
と
し
て
多
額
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
状
を

そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
席
上
、
真
砂
市
長
は
、
「
皆
様
方

の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
、
ご
高
配
に

ち
ゅ
う
し
ん

対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
市
政
の
発
展
の
た
め
、
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
田
辺
市
表
彰
規
則
で
は
、
地
方

自
治
の
育
成
発
展
（
自
治
）
、
社

会
福
祉
の
増
進
又
は
保
健
若
し
く

は
環
境
衛
生
の
向
上
（
民
生
）
、

産
業
又
は
経
済
の
振
興
発
展
（
産

業
）
、
教
育
、
文
化
等
の
振
興

（
教
育
）
、
災
害
や
犯
罪
等
社
会

的
不
安
の
防
止
（
治
安
）
の
五
部

門
か
ら
成
る
「
功
労
表
彰
」
と
、

市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長
期
に
わ
た
り

続
け
て
お
ら
れ
る
方
（
善
行
）
や

市
の
公
益
の
た
め
に
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
い
た
方
（
寄
附
）
に

お
贈
り
す
る
「
善
行
表
彰
」
、

「
一
般
表
彰
」
の
三
種
類
の
表
彰

お知
らせ 大切な情報や制度をお知

らせするコーナーです。

ワイド
N e w s & I n f o r m a t i o n

を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

■
市
政
功
労
者
表
彰

◇
民
生
功
労

松
本
　
郁
也

◇
産
業
功
労

　
河
口
　
　
里
　
中
本
　
利
雄

東
　
寛
　
　
　
　
髙
田
　
德
治

福
嶋
　
傳
兵
　
　
那
須
　
義
昭

◇
教
育
功
労

畑
田
　
源
次

◇
治
安
功
労

宇
井
　
　
巖
　
　
小
川
　
晃
弘

■
善
行
者
表
彰

◇
寄
附

田
辺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

財
団
法
人
　
新
庄
愛
郷
会

糸
川
　
禎
彦

池
田
　
陽
子

　
市
や
市
内
の
市
民
活
動
団
体
等

が
実
施
す
る
各
種
行
事
に
お
い

て
、
参
加
者
が
け
が
等
を
負
っ
た

場
合
に
備
え
、
田
辺
市
市
民
活
動

災
害
補
償
制
度
「
ふ
れ
あ
い
保

険
」
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
補
償
対
象
と
な
る
の
は
、
自
治

会
や
子
供
ク
ラ
ブ
な
ど
市
民
が
無

報
酬
で
参
加
す
る
公
益
性
の
あ
る

活
動
や
市
が
主
催
す
る
各
種
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
の
保
険
金
支
払
状
況
を
見

ま
す
と
、
子
供
ク
ラ
ブ
や
育
友
会

等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
そ
の
練
習
中
の
け

が
又
は
地
域
の
清
掃
活

動
中
の
け
が
が
多
く
、

特
に
最
近
で
は
草
刈
機

使
用
中
の
事
故
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
け
が
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
も
の
で

す
が
、
事
前
の
心
掛
け

で
、
あ
る
程
度
予
防
で

き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ

に
参
加
す
る
際
は
十
分

な
準
備
体
操
を
行
い
、

体
を
ほ
ぐ
し
て
お
く
こ

と
も
け
が
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

草
刈
機
を
使
用
す
る
際

は
、
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用

し
た
り
安
全
服
を
着
用

し
た
り
す
る
こ
と
に

入念な準備運動を

よ
っ
て
、
小
石
や
チ
ッ
プ
の
飛
散

に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
事
前
に
少
し
気

を
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

「
け
が
を
し
な
い
」
「
事
故
を
起

こ
さ
な
い
」
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
万
が
一
、
市
民
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
等
に
け
が

を
さ
れ
た
場
合
は
、
上
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

衛吊

(故)

■着け方
鼻、口、あごを覆う
鼻部分を鼻筋にフィットさせる
ゴムひもで耳にしっかり固定す
る
フィットするよう調節する
※マスクの表面には、病原体が付
いている可能性があるので、使用中はあまり触らない
ようにします。触った手で、目などをこすらないよう
にします。
■外し方
なるべくマスクの表面を触らな
いように、片耳のゴムひもを持
ち、顔から外す
反対側のゴムひもを持ち、顔か
ら外す
※ゴムひもの部分だけを持ち、マ
スクの表面には触れないよう注意します。
■廃棄方法　ゴムひもの部分だけを持ち、ふたのつい
たごみ箱に廃棄する。若しくは、マスクの表面に触れ
ないように注意しながらビニール袋に入れて口を閉じ
て廃棄する。
■手洗い　マスクを廃棄した後には、手指にウィルス
が付いている可能性もあるので、よく手を洗うか、ア
ルコール製剤による手指消毒をしましょう。

※健康な方がマスクを着用しているからといって、イ
ンフルエンザ等の感染を防げるかどうかの科学的根拠
はありません。過信は禁物です。

ふしょくふせい

※不織布製マスクの使用をお勧めします。薬局やコン
ビニエンスストアなどで購入可能です。
※マスクは、使い捨てが原則です。１日１枚程度。

●手洗いは感染予防の基本です。
　石けんをつけ、手指の各部分を丁寧にこすり洗い、ねじり
洗いしましょう。十分な流水で石けんを洗い流した後、清潔
なタオルやペーパータオルでよくふき取りましょう。

蛇口は洗う前の
手で触れている
ので手と一緒に
洗いましょう。

手の平 指先・爪手の甲

指の間 手首親指

洗い流し ふき取り

廣共由
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一人ひとりが幸せな社会のために ■お問い合わせ
男女共同参画推進室（ 0739 4936）

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
性

も
女
性
も
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
で
す
。

　
国
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」
の
公
布
・
施
行
日
で
あ
る
六
月

二
十
三
日
か
ら
一
週
間
を
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
と
し
、
こ
の
法
律
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
全
国
的
に
啓

発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
男
性
も
女
性
も
様
々
な
活
動
に
共

に
「
参
画
」
す
る
こ
と
で
す
。
「
参

画
」
と
は
、
単
な
る
参
加
で
は
な

く
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
計
画
な
ど
を

つ
く
っ
て
い
く
最
初
の
段
階
か
ら
男

女
が
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
日
本
国
憲
法
に
は
、
個
人
の
尊

重
、
男
女
の
平
等
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
て
い

ろ
い
ろ
な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

　

た
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近

な
状
況
を
み
る
と
、
大
切
な
意
思
決

定
の
場
に
女
性
が
加
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
男
女
間
に
お
い
て
不
平

等
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
な
ど
わ
た
し
た

ち
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が
変
化
し
て

い
く
中
で
、
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は

家
庭
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
固
定
的

な
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

が
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
は
、

男
女
が
家
庭
で
、
地
域
で
、
学
校

で
、
職
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
が
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
五
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、
行

政
（
国
・
地
方
公
共
団
体
）
と
国
民
そ

れ
ぞ
れ
が
果
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

役
割
（
責
務
・
基
本
的
施
策
）
を
定
め

て
い
ま
す
。

男
女
の
人
権
の
尊
重
　
男
女
の
個
人

と
し
て
の
尊
厳
を
重
ん
じ
ま
し
ょ
う
。

男
女
の
差
別
を
な
く
し
、
「
男
だ
か
ら

…
」
、
「
女
だ
か
ら
…
」
で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
能
力
を
発
揮
で
き

る
機
会
を
確
保
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に
つ

い
て
の
配
慮
　
「
男
性
は
仕
事
、
女
性

は
家
庭
」
な
ど
の
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
が
様
々
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
の
制
度
や

あ
り
方
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同
参

画
　
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
針
の
決
定

に
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
ほ
か
の

活
動
の
両
立
　
男
女
は
と
も
に
家
族
の

構
成
員
。
お
互
い
に
協
力
し
、
社
会
の

支
援
も
受
け
、
家
族
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、
仕
事
や
学
習
、
地
域

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
際
的
協
調
　
男
女
共
同
参
画
社
会

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
共

働
き
世
帯
の
増
加
や
、
働
き
方
の
希
望

と
現
実
の
ず
れ
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
ず
、
問
題

を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が

い
や
喜
び
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
家

事
・
育
児
、
地
域
活
動
、
自
己
啓
発
な

ど
も
暮
ら
し
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

性
別
や
年
齢
、
家
族
構
成
を
問
わ
ず
、

働
く
す
べ
て
の
人
が
仕
事
上
の
責
任
を

果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活

な
ど
に
お
い
て
も
自
分
が
希
望
す
る
バ

ラ
ン
ス
で
生
き
方
を
選
択
・
実
現
で
き

る
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
、
男
女
共
に
夢
や
希
望
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
重

「
男
女
共
同
参
画
」
っ
て
何
？

な
ぜ
、
必
要
な
の
？

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
っ
て
ど
ん
な
法
律
？

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
」

お知らせワイド
N e w s & I n f o r m a t i o n

６月23日～29日は男女共同参画週間

　～男女共同参画社会の実現を目指して～　

■DVD
『ワーク・ライフ・バランスを知っています
か？　～働くオトコたちの声～』　内閣府
W L B （ワーク・ライフ・バランス）とは、「仕
事」と「生活」を調和させるライフスタイルの

こと。家庭や会社などわたした
ちの身近なところで、既に
様々な取組が始まっていま
す。W L B 社会の実現を目指す
企業や、仕事と家庭の理想的
なバランスを実践する人々
の姿をドキュメンタリー
タッチで紹介します。

■本
『働く女性のメンタルヘルスがとことんわかる
本』　鈴木安名
働く女性はストレスがいっぱい。
でも大丈夫。この本を読めば「目
からウロコ」です。心も健康で、
良い仕事をするためのコツを是
非身に付けていきましょう。

『忙しいパパのための　子育てハッピーアド
バイス』　明橋大二
今、パパとして奮闘中の方、ま
た、これからパパになろうとす
る人に、これだけは知っておい
てほしいというアドバイスが満
載。

<

基
本
理
念>

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
は
、
田
辺

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
四
階
に
設
置
さ

れ
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
・

講
演
会
の
開
催
や
情
報
提
供
、
女
性
電

話
相
談
事
業
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
情
報
収
集
・
提
供

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
図
書
・
ビ

デ
オ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
等
の
貸
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
一
回
に
つ
き
一
人
二
冊
（
本
）
、
二

週
間
ま
で
で
す
。

■
女
性
電
話
相
談

　
女
性
の
抱
え
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
に

女
性
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
開
設
時
間
な
ど
詳
細
は
、
二

十
七
ペ
ー
ジ
の
「
各
種
相
談
」
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
お
し
か
け
講
座

　
職
員
が
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

要
で
す
。
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
難

し
そ
う
」
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
家
庭
、
職
場
、
地
域
、
学
校
な

ど
日
常
の
生
活
の
中
で
、
男
女
が
助

け
合
い
、
一
人
だ
け
に
負
担
が
偏
ら

な
い
よ
う
に
責
任
を
担
う
な
ど
、
互

い
に
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
分
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
相
手
も
認
め
思
い
や
る
気
持
ち

が
大
切
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
な
社
会
の
た

め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

づ
く
り
の
た
め
に
、
国
際
社
会
と
と
も

に
歩
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
他
の
国
々

や
国
際
機
関
と
も
相
互
に
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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介護保険料を改定します
■お問い合わせ
やすらぎ対策課介護保険係
（ 0739 4931）

　
介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
始
ま
り
、
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き

て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
を
支
え
る
財
源
の
負
担

割
合
は
、
下
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る

と
お
り
公
費
で
あ
る
税
金
が
半
分

と
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
負
担
す

る
第
一
号
被
保
険
者
保
険
料
と
四
十

歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
方
が
負
担

す
る
第
二
号
被
保
険
者
保
険
料
と
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
一
号
被
保
険
者
保
険
料

は
、
介
護
給
付
費
の
動
向
等
に
合
わ

せ
て
三
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
は
、
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
二
十
三
年
度
ま
で
の
第
四
期

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
お
け
る

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
で
、
計

画
期
間
三
年
間
の
田
辺
市
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
要
す
る
費
用
と
地

域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
基
づ

い
て
保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
合
併
後
、
保
険
料
率
の
調
整
の
た

め
不
均
一
賦
課
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
三
年
間
の
特
例
期
間
の
終
了
に

よ
り
、
今
回
か
ら
は
市
内
統
一
の
保

険
料
率
と
な
り
ま
す
。

　
田
辺
市
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
の
比
率
が
高
く
、
そ
の
高

齢
者
の
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が

要
介
護
認
定
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
施
設
や
在
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
費
用
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
要
介
護
認
定
者
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用

の
増
加
が

見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

第１段階…老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の方及び生活保護受給の方等
第２段階…世帯全員が市民税非課税で課税年金収入と合計所得金額の合計額が80万円以下の方
第３段階…世帯全員が市民税非課税で第２段階の条件に該当しない方
第４段階…本人が市民税非課税で世帯員どなたかに課税対象者がいる方
　　　　　※なお、今回より、保険料の弾力化措置として、「課税年金収入と合計所得金額の合計額が80万
　　　　　円以下の方」について、算定割合を0.83に減額する段階を新たに設定しました。（第４段階の弾
　　　　　力化措置に該当しない方の算定割合は1.0）
第５段階…本人が市民税課税で合計所得金額が200万円未満の方
第６段階…本人が市民税課税で合計所得金額が200万円以上の方

該当被保険者

■
保
険
給
付
費
の
状
況

■
介
護
保
険
財
源
負
担
割
合

平 成平 成平 成平 成平 成 2 12 12 12 12 1 ～～～～～ 2 32 32 32 32 3 年 度 介 護 保 険 料 額 （ 年 額 ）年 度 介 護 保 険 料 額 （ 年 額 ）年 度 介 護 保 険 料 額 （ 年 額 ）年 度 介 護 保 険 料 額 （ 年 額 ）年 度 介 護 保 険 料 額 （ 年 額 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

２万8,600円

２万8,600円

４万3,000円

４万7,600円

５万7,300円

７万1,700円

８万6,000円

0.5

0.5

0.75

0.83

1.0

1.25

1.50

基準額4,782円×0.50×12か月

基準額4,782円×0.50×12か月

基準額4,782円×0.75×12か月

基準額4,782円×0.83×12か月

基準額4,782円×1.00×12か月

基準額4,782円×1.25×12か月

基準額4,782円×1.50×12か月

計算方法算定割合保険料段階 介護保険料

単位（億円）

単位（％）

国庫負担金　20.0

調整交付金（国） 5.0

県負担金　12.5

市負担金　12.5

第２号被保険者　30.0

第１号被保険者　20.0

15年度

68

66

64

62

60

58

56
16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

57.43

59.96

61.5

62.8

65.1
64.8


